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9月 7日、スーパー耐久 2024 Rd.4 MOTEGI 5時間レースが開催され、8クラス 47台が参

加し、TEAM ZEROONEからは 25号車 26号車の 2台が参加した。日産メカニックチャレンジ

の活動としては、日産栃木自動車大学校の学生が 9名、日産販売会社のテクニカルスタッ

フ(TS)は 9名参加し、レースに携わった。 

 

■予選 

9/7日(土) コースコンディション：ドライ 

今大会も Aドライバーと Bドライバーの合計タイムで予選順位が決まるタイム合算方式の

予選となった。25号車は植松選手、26号車は大塚選手が担当し、Aドライバー予選が始ま

った。植松選手は、2,02.288記録。大塚選手は、2,01.827のクラストップタイムを記

録。Bドライバー予選では、松田選手が 2,00.830と好タイムを記録し、クラス 6位獲得。

26号車は、富田選手は 2,01.421を記録し、7番手からのスタートとなった。 

 

 

■決勝(5時間レース) 

9/7(日) コースコンディション：ドライ 

今大会は予選と決勝が 1日で行われる 1DAY開催となり、変則的なスケジュールで行われ

た。25号車は Dドライバー名取選手、26号車は Aドライバー大塚選手がスタートを担

当。残暑が残る中、12:30にスタートが切られると、25号車、26号車共に好スタートを切

り#19をパス。また、25号車は名取選手の猛追により 2Lap目に#52をオーバーテイク。ポ

ジションを上げることに成功する。36Lapのところで 1回目のピットストップを行い、名

取選手から植松選手へドライバー交代し、その時点で 3番手に浮上。26号車は、トラブル

を抱えながらも周回を重ね、80分経過したところで大塚選手から荒選手にドライバー交

代。25号車は植松選手の好走でポジションをキープしつつ、残り 2時間半のところで植松

選手から松田選手にドライバー交代。松田選手の猛追が始まる。松田選手はハイペースで

周回し上位との差をみるみる縮め、残り 3時間 20分のところでトップを走る#34をオーバ

ーテイクしトップ浮上。26号車も荒選手から篠原選手にドライバー交代し、周回数を重ね

る。残り 1時間 13分のところで 26号車は篠原選手から富田選手へ最後のドライバー交代

を行う。25号車は残り 1時間 10分を切ったところで松田選手から佐藤選手へ最後のドラ

イバー交代を行う。25号車は、松田選手が築いた後続とのギャップを保ちながら走り切



り、Nissan Z NISMO GT4の国内初優勝を獲得した。26号車もトラブルを抱えながらも懸

命な走りで走り切り、クラス 7位でフィニッシュした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■日産メカニックチャレンジ活動 

 

１．ピット活動 

 

２．チームドライバーとの交流会 

レースウィーク 9/5(木）に日産校学生と日産販売店メカニック(TS)が 25号車、26号車の

ドライバー8人と交流会を行った。学生からは「レース前のルーティンはあるか」TSから

は「メカニックチャレンジへ参加する TSや学生にどんな人物を求めるか」等、メカニッ

クチャレンジへの参加意欲のある質問が見受けられ、実りのある時間となった。 

 

 

３．マックメカニクスツールズ特別講習 

 

 



 

４．他チーム見学：埼玉 Green Brave  

学生と TS計 18名で参加し、青柳監督直々にピット内をご案内頂いた。途中、山崎学選

手、吉田広樹選手、服部尚貴選手、野中誠太選手も加わり、チーム体制やレースについて

一人ひとりお話してくださった。またレース前の車両のボンネットを開けてくださり、学

生も TSも興味を持って見学していた。 

 

 

 

 

 

 

■ゲストエリア 

ゲストエリアは、ピット裏テント、特別ゲストエリアの二つの拠点を運用した。 

特別ゲストエリアでは、日産・ニスモグッズを始めパートナー企業の商品を展示し、お客

さまに手に取っていただくことで商品の魅力をアピールした。 

また、今回 8社 9名の TSが日産メカニックチャレンジ活動に参加したが、販売会社から

約 60名の応援が駆けつけた。販社ゲストの皆さまは、ピットにて TSの活動を目の前でご

覧になりながらも、ピットとゲストエリアを行き来しながら休憩を取られていた。また、

日産自動車（株）神田常務、眞杉部長も来場され、販売会社の方々と様々な意見交換をさ

れていた。 

昼食の時間は特別ゲストエリア内が混み合い、席が足りなくなる場面も多々あり、オープ

ンチャットを使用してプレハブの状況をゲストに発信した。 

今回、日産栃木自動車大学校の留学生 7名とオリエンタルバイオ（株）渡邉会長、（株）

ラフィーネインターナショナル 小川社長との懇談会が行われ、学校法人 日産学園 神田

理事長（日産自動車（株）常務執行役員）も同席された。留学生からは整備士になりたい

という熱い意気込みと日本で生活する経済的な苦労なども語られ、とてもフランクな意見

交換が行われた。また、オリエンタルバイオ（株）が設定している留学生奨学金への感謝

の言葉も述べられていた。 

16時以降、25号車の表彰台が現実的な状況になると、ほとんどのゲストがピットに移動

し、ピット内でレースを楽しまれていた。 

 

 



 

■次戦へ向けて 

 

 

 

 

 

以上 

TEAM ZEROONE 


